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Our Observation unit needed the power supply of AC100V. And had to be connect to LAN with a cable. This year, 
for the Observation unit, we developed the power supply system by using a PV panel and a lead storage battery. 
And we also developed the data transfer system with a mobile communication modem.  
In experiments, without AC100V and LAN, the power supply system outputted DC12V and the data transfer 
system communicated with our server. The Observation unit worked continuously. 
We set Observation units on the roof or the wall of a building near an electric socket and an Information outlet till 
last year. By the two systems, we can put the Observation unit anywhere where we can use mobile phone and see 
the Sun.  
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1 はじめに 
これまで統合型気象センサとインターネットを利用
して気象情報自動観測システムを構築し，県内５カ所，
県外１カ所で測定を継続している．第１報でその構成
と稼働状況を報告し，第２報では，システムで得られ
た測定データと気象台の観測データを比較して，本シ
ステムの観測値の実用性を確認した．本報では，観測
点における商用電源の利用と，既設 LAN 利用をやめ，
電源の独立化と移動通信網への接続を行う．これによ
り，センサの設置場所の強い制約が取り除かれ，より
自由に測定点を配置できるようになる．
2 測定点 
これまでの測定点は，統合型気象センサ，組込用小
型計算機，電源からなっており，商用電源との接続，
ならびに既設 LAN への有線接続が必須であった．そ
のため設置箇所は，建物上あるいは建物のすぐ近くで
ある必要があり，設置に大きな制約があった．LAN へ
の接続は以前に WiFi 機器を用いて無線化を試みたこ
とがあったが，通信距離が短く，また，既設 LAN に
親機を設置する必要があるなどの理由により採用を見
送っている．
3 設置場所からの通信路の独立 
これまでの測定点は，設置場所のネットワークに接
続することを前提としており，設置の際は，設置場所
のネットワーク管理者の許可が必要であった．また，
設置場所のネットワークのポリシー毎に観測点のネッ
トワーク設定を変更する必要があり，管理者の運用の
都合で通信が途絶えることもあった．そのため，より
よい観測環境の構築には設置場所の LAN に依存しな
い通信路の確保が必要であった．
そこで本報では，通信路に携帯電話の通信網を利用
することで設置場所に依存しない通信路の確保を行う．
これにより，携帯電話の圏内であれば自由に通信を行
† 鹿児島工業高等専門学校情報工学科
†† 鹿児島工業高等専門学校電気電子工学科 
†††  弓削商船高等専門学校電子機械工学科
††††  鹿児島工業高等専門学校学生課
†††††鹿児島工業高等専門学校技術室
鹿児島工業高等専門学校
研究報告　49（2014）
− 59 −
研究報告（様式２）
2／2
えるようになる．使用するのは NTT ドコモの FOMA
網を利用する M2M ルーター(以下ルーター)であり，
SIM カードを挿入し，今回は DC12V を供給して動作
させた(図 1)．
図 1. ルーター外観 
4 設置場所からの電源の独立 
測定点は設置場所の建物から商用電源 AC100V を接
続し，内部で DC12V および 5V に変換して利用してい
る．これを太陽電池と蓄電池による給電に置き換え，
通信路と同時に電源も独立させる．今回は太陽電池に
最大電力 10W 型のパネル１枚，24Ah の鉛蓄電池１個
を用意し，パワーコンディショナを介して接続した(図
2)．気象センサの消費電力は 0.39W，小型計算機の消
費電力は 1.5W，通信モデムの消費電力は 5Wである(カ
タログ値)． 
図 2. 電源供給部    図 3.日射遮蔽の様子 
5 稼働実験 
今回の構成による動作確認のため，これまで以下の
３パターンによる運用実験を行っている．
１． 電源のみ独立
２． 通信路のみ独立
３． 電源と通信路を独立
実験場所は鹿児島高専情報工学科棟屋上である．
5.1 電源のみ独立 
電源供給部の動作の確認も兼ね，電源のみを独立し
た状態で運用を行った．通信路は LAN への有線接続
のままとし，ルーターは使用しない．まず南面 30 度の
方向に太陽電池を向けて設置し，44 日間稼働させた．
その結果，測定点は 44 日間正常に動作して測定値を送
り続けた．次に太陽電池を布で完全に覆い(図 3)，発電
量０で引き続き稼働させた．すると日射を遮蔽して６
日後に測定が停止した．停止後に布を取り除いたとこ
ろ，５日後に測定を再開した．
44 日間の天気は，終日雨天が 18 日，終日曇天が 11
日であり，通常の設置状況では十分な電力供給が行わ
れていることがわかる．また，日射が得られない期間
が 5 日以内程度であれば，測定点は動作し続けること
ができるといえる．
5.2 通信路のみ独立
次に，通信路のみを独立させて運用を行った．ルー
ターは移動通信用機器であるため，長時間の連続した
接続が保証されておらず，オンデマンドでの接続での
運用となった．しかしこの接続方法では当初，接続確
立までの間に小型計算機側がタイムアウト処理に移行
してしまい，サーバとの通信ができなかった．そこで，
データ送信の 60 秒前にダミーの通信を行ってモデム
を動作させたのちに，接続確立した状態でサーバとの
通信を行うよう，測定点のプログラムを書き換えた．
また，通信条件を厳しいものとするために，センサか
らのケーブルを延長してルーターを情報工学科棟５階
の中央階段横の倉庫に置いた．倉庫は鉄筋コンクリー
ト造建物のほぼ中央に位置するため，電波の状態が悪
い．その結果，２日間の試験運用期間中，発生した 576
回の通信は，563 回成功し，失敗は 13 回であった． 
5.3 電源と通信路の独立
最後に電源と通信路を独立させた状態で運用を行っ
た．最初の電源のみ独立させた場合に比べ消費電力は
およそ3.6倍である．ルーターの位置は変えていない．
4 日間稼働させたが，その間センサおよび小型計算機
は常に正常に動作した．その間２回だけ通信に失敗し
たが，その他は正しく通信が行われた．
6 おわりに 
これまでの測定点の構成では，運用を最長５年間継
続しており，信頼性は十分にあるといえる．本報では
設置場所の電源事情やネットワーク事情に運用が大き
く影響を受けていたこの測定点について，その制約を
取り除くべく，電源と通信路の独立を行った．今回の
改良により，日射と携帯電話の電波が届く範囲であれ
ば測定点をどこにでも置くことができるようになる．
これにより，商用電源から遠い，LAN への接続が許さ
れない，といった理由から設置できなかった場所への
設置も可能となり，より自由な設置計画を立てられる
ようになった．
今回更新したシステムを屋内設置の可能性も考えて
通信環境の悪い条件で動作させたが，概ね正しく動作
した．しかし，より良い通信環境への設置が望ましい．
また，ルーターの消費電力が大きく，日射のない日が
２日間に渡った場合に電源供給が停止する可能性が想
定される．今後，太陽電池パネルのサイズ，充電池の
容量の再検討が必要だと考えられる．
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